
2020・2・8 蕗の薹 推敲過程 全97句 40行2段9.5ポ < 1 > 桐９ 

中空のひかり地表の蕗の薹 2016. 3. 1

雪を出て熊に食はるる蕗の薹

雪を出て熊を目覚ます蕗の薹

雪を出て熊を促す蕗の薹

雪を出て熊に起きよと蕗の薹

雪を出て熊を叱咤の蕗の薹

雪を出し熊を叱咤の蕗の薹

2019. 5.22

雪を出し熊よ起きよの蕗の薹

雪を出し熊を起こさん蕗の薹

蕗の薹目覚めの熊を叱咤して

雪を出し熊を叱咤す蕗の薹

雪を出し熊を叱咤や蕗の薹

残雪の寝ぼけの熊に蕗の薹

2019. 5.23

残雪や寝ぼけし熊に蕗の薹

残雪の熊覚醒の蕗の薹

蕗の薹目覚めし熊に食はれけり

残雪の寝ぼけし熊に蕗の薹

欠伸して熊の貪る蕗の薹

眠さうな熊の貪る蕗の薹

眠さうな熊に食はるる蕗の薹

起きがけの熊に食はるる蕗の薹

起きてきし熊に食はるる蕗の薹

目覚めたる熊に食はるる蕗の薹

お目覚めの熊に食はるる蕗の薹

2019. 5.25

残雪や寝ぼけの熊に蕗の薹

春浅き熊の欠伸と蕗の薹

残雪や欠伸の熊に蕗の薹

2020. 2. 4

浅春の熊の欠伸と蕗の薹

春めくや熊の欠伸と蕗の薹

春はまだ熊の欠伸と蕗の薹

2020. 2. 6

葱刻む季節の終り蕗の薹 2020. 2. 4

雪解の土の色香に蕗の薹

雪解の土の色濃し蕗の薹

2020. 2. 4

蕗の薹赤子の欠伸ほどにかな

蕗の薹赤子の欠伸より小さし

蕗の薹赤子の欠伸小さくて

2020. 2. 4

蕗の薹出づる名草に先駆けて

名草の芽よりも先駆け蕗の薹

2020. 2. 4

蕗の薹蕾も容赦なく刻む

蕗の薹

切り刻む幼き蕾蕗の薹

2020. 2. 4

早緑の蕗の薹ほろ苦きかな 2020. 2. 4

早緑にほろ苦きかな蕗の薹

早緑のほろ苦きかな蕗の薹

さ緑のほろ苦きかな蕗の薹

2020. 2. 5

さ緑のほろりと苦き蕗の薹

さ緑の蕗の薹ほろ苦きかな

さ緑のほろりと苦し蕗の薹

さ緑のほろと苦きは蕗の薹

さみどりのほろとにがきは蕗の薹

2020. 2. 6

蕗の薹炒む希臘の油もて 2020. 2. 4

炒めるは希臘の油蕗の薹

炒めるに希臘の油蕗の薹

鍋に引く希臘の油蕗の薹

蕗の薹ギリシャの油にて炒む

蕗の薹ギリシャの油もて炒む

蕗の薹ギリシャの油もて炒め

蕗の薹をギリシャの油もて炒め

2020. 2. 5

蕗の薹を希臘の油もて炒め 2020. 2. 6

雪の間落葉の間や蕗の薹

土を出て雪を掻き分け蕗の薹

2020. 2. 4

土を出て雪を解かして蕗の薹

土に帰する落葉の間や蕗の薹

土に帰する落葉を抜けて蕗の薹

2020. 2. 5

土に親しき落葉を抜けて蕗の薹

土に帰る落葉を抜けて蕗の薹

土に帰る落葉にほのと蕗の薹

ずんぐりと落葉の中や蕗の薹

ふつくらと落葉の中や蕗の薹

ふつくらと落葉の中の蕗の薹

ふつくらと落葉隠れに蕗の薹

ふつくらと落葉隠れや蕗の薹

土となる落葉の間や蕗の薹

土になる落葉の間や蕗の薹

土になる落葉に紛れ蕗の薹

土になる落葉にまぎれ蕗の薹

蕗の薹

落葉みな土に帰しゆく蕗の薹

2020. 2. 6



2020・2・8 蕗の薹 推敲過程 全97句 40行2段9.5ポ < 2 > 桐９ 

味噌汁の浮実にほのと蕗の薹

味噌汁の浮実ほろりと蕗の薹

味噌汁の浮実にほろと蕗の薹

味噌汁にほろと浮ばせ蕗の薹

味噌汁にほろと浮びぬ蕗の薹

味噌汁にほろと浮きたる蕗の薹

2020. 2. 4

味噌汁にほろと浮べて蕗の薹

味噌汁にほろと浮びし蕗の薹

2020. 2. 5

味噌汁にほろと浮ぶは蕗の薹

味噌汁にほろりほろりと蕗の薹

味噌汁に鶉の卵蕗の薹

2020. 2. 6

守る葉も蕾も小さし蕗の薹

葉も小さし蕾も小さし蕗の薹

葉は小さし蕾は更に蕗の薹

小さき葉に蕾は更に蕗の薹

小さき葉に蕾も小さし蕗の薹

2020. 2. 5

小さき葉に小さき蕾や蕗の薹

小さき葉に小さく包まれ蕗の薹

2020. 2. 6

まとひたる紫・臙脂蕗の薹

紫に臙脂に蕗の薹つつむ

2020. 2. 5

蕗の薹

紫に臙脂に蕗の薹つつまれ 2020. 2. 6


